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専攻研究Ⅰ 徳武　優佳子

Thesis ResearchⅠ 米倉　真一

2 後期（随時） 集中･不定期 3年生（研究室配属後の学生対象）

　 演習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 専門的な研究に関係する情報をまとめ遂行することができるよ
ている うになる。

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 専門的な研究を共同研究者とともに遂行することができ、その
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 成果を発表し次の課題を展開できるようになる。
している

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 専門的な研究に関係する情報をまとめ遂行することができるよ
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 うになる。

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 専門的な研究を共同研究者とともに遂行することができ、その
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 成果を発表し次の課題を展開できるようになる。
力を修得している。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 動物栄養飼料科学研究室で、主として取り組んでいるテーマは以下の通りです。

■家畜・家禽の生体機構に立脚した新規の飼料開発

・採卵鶏の羽つつき（Feather Pecking）などの異常行動の飼料による改善
・肉用鶏の暑熱による生産低下問題の飼料による改善
・ニワトリの腸内細菌叢に及ぼす昆虫食の影響

■ストレス分子指標の確立と飼料を介したアニマルウェルフェアの達成

・血液中グルココルチコイドに代わるストレス分子指標の探索
・家畜・家禽の生態に根ざした新たな飼料設計のための基礎研究

3年の後期に研究室分属後、3ヶ月程度の、専攻研究を行うための技術習得に向けた、基礎実験を行いま
す。この間、指導教員との話し合いにより、各人の研究テーマが決定します。
テーマ決定後は、4年生の12月に一応の研究成果が得られることを目指して、各人の研究を行います。研
究の方法等、プレゼンテーションの仕方、論文作成についてはその都度説明します。

(5)授業計画 1．基礎実験
　1)家禽の飼育法習得
　2)飼料作製の技術習得
　3)栄養学的分析の技術習得
2．専攻研究テーマの決定
3．専攻研究計画の立案

(6)自主学習の指
針

専攻研究テーマに関連ある文献等を数多く読むように心がけてください。

(7)成績評価の基
準

専攻研究発表および専攻研究論文の作成ができれば標準的な達成レベルとしています。また、専攻研究
を関連学会で発表できれば理想的な達成レベルとしています。

(8)事前事後学習
の内容

専攻研究テーマに関連ある文献等を数多く読むように心がけてください。

(9)テストやレポ
ートの予定

テストはしませんが、実験成果の中間報告書を随時提出してもらいます。

(10)成績評価の方
法

専攻研究発表、論文提出および論文の内容をもって総合的に評価します。
尚、成績評価基準は、90～100点を秀、80～89点を優、70～79点を良、60～69点を可、59点以下を不可と
します。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

随時、担当教員に直接相談するか、メールにて受け付けます。
tokutake@shinshu-u.ac.jp 

(12)履修上の注意 当該教官の担当する講義・実験科目履修者あるいはこれに相当する知識を有することを前提に専攻研究
を進めます。したがって、動物飼育および栄養学に関心のある学生さんが専攻することを希望します。

【教科書】 指定しない



【参考書】 指定しない


